
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縫製用型紙において、見開きで透明性のあるフィルム状シートに、裁断線と縫製線を一
部分残して切り込んであり、待ち針で布を固定する為に待ち針穴を複数個設けたことを特
徴とする縫製用パターンシート。
【請求項２】
請求項１の縫製用パターンシートを使用して、縫製用パターンシートの中心線を布の縦地
方向に合わせて対となっている待ち針穴に待ち針を打ち、布と縫製用パターンシートを固
定してあて切りをすることにより形成するか、あて切りをしない場合には、縫製用パター
ンシートを見開いて対となっている待ち針穴に待ち針を打ち布に固定して裁断線と縫製線
を印付けた後、布から待ち針と縫製用パターンシートをはずし裁断線に沿って裁断するこ
とにより形成した庇表、庇裏、接頭部表、及び接頭部裏を縫い合わすことにより形成する
サンバイザー用布製カバーの製作方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、従来の縫製用型紙に代えて透明性のあるフィルム状シートを利用した縫製用
パターンシート、及び、その縫製用パターンシートを使って縫製したサンバイザー用布製
カバーに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来の市販されている洋裁や手芸などの型紙はほとんどが紙に印刷されており、直接使
用できる実寸大の型紙と、実寸大に作図し直す必要のある縮図形の型紙がある。一般に、
縫製用型紙には縫製線が示されており、実寸大の型紙を布地の上に置いて、縫い代を見込
んで裁断した後に、布地に型紙を付けたまま縫製線上をヘラやルーレット等で押えて跡を
付けるか、あるいは縫製線上に仕付糸で糸仕付けをして縫製線を布に印付けている。最近
は電子ファイル化された洋裁用型紙をプリンタ出力する型紙（特許文献１）や縮小版洋裁
用型紙を拡大コピーで実寸に戻す型紙（特許文献２）も出願されている。しかし、それら
は型紙の保存形態の違いであり、実寸にした型紙として利用する方法は従来と変わりはな
い。従来と違った方法で布に縫製線を印付ける縫製用型紙として、違うサイズの縫製線が
複数ついている型紙を布の上に置き、目的のサイズの縫製線を選んで布に縫製線を直接作
図する型紙（特許文献３）や、縫製線を裏面に印刷した型紙を切り離して布地の裏に置き
アイロンをかけて布に縫製線を転写する型紙も＋＋＋＋＋＋＋＋＋市販されている。アイ
ロン転写方式の型紙は、印刷に特殊なインクを使用しているので裏写りの可能性があり、
使用する縫製線を正確に確認する必要がある。さらに縫い代にかなり余裕の幅を持たせて
型紙を切り取り、それに合わせて布地を裁断するので、アイロンをかけて縫製線を転写し
た後で、適正な縫い代にする為にもう一度裁断する必要がある。
【特許文献１】特開２００３－２５３５１５
【特許文献２】特開２００４－１５６１９０
【特許文献３】実開平６－２８８０
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来は縫製用型紙に印刷されている複数の縫製線の中から使用する縫製線を見つけて布
にあて、縫い代を含めて裁断した後で、型紙をつけたままヘラやルーレット等で押えて跡
を付けるか、仕付糸で糸仕付けをして縫製線を布地に写し取っていた。しかも、従来の縫
製用型紙には裁断線が示されていないので，手馴れた者は縫い代幅を目分量で裁断するこ
とも出来たが、不馴れな者は縫い代幅を測りながら布に裁断線を印して裁断する必要があ
った。また、従来の紙に印刷されている縫製用型紙は繰り返し使用する為に、破損しない
よう気をつけて取扱っていても、待ち針を打つのでそこから破れやすいし、折り畳むこと
による擦れ等で型紙の破損は避けられなかった。
【０００４】
　一方、外出時あるいはスポーツなどで、顔の日除けや日差しの眩しさを和らげる為に使
用するサンバイザーには布製とプラスチック製の物があるが、色やデザインを替えたい時
は、サンバイザー本体を取り替えなければならなかった。しかし、サンバイザーの色やデ
ザインの種類は少なく、特にプラスチック製サンバイザーは選択の幅が狭かった。其処で
、いろいろな色やデザインのサンバイザー用布製カバーを作って、それをサンバイザーに
付け替えれば、サンバイザー本体を取り替えなくても色やデザインを楽しむことができる
のではないかと考え、いままでなかったサンバイザー用布製カバーを縫製することにした
。
【０００５】
　サンバイザー用布製カバーが左右対称形である事に着目して、見開きのフィルム状シー
トを用いてサンバイザー用布製カバーの縫製用パターンシートをいろいろ試作し、それに
より完成された縫製用パターンシートを使って、サンバイザー用布製カバーを縫製するこ
とを本発明の課題とした。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
請求項１の本発明の縫製用パターンシートは、見開きで透明性のあるフィルム状シートに
、裁断線と縫製線を一部分残して切り込んであり、待ち針で布を固定する為の待ち針穴を
複数個設けたことを特徴とする。また、請求項１の縫製用パターンシートを使用して、縫
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製用パターンシートの中心線を布の縦地方向に合わせて対となっている待ち針穴に待ち針
を打ち、布と縫製用パターンシートを固定してあて切りをすることにより形成するか、あ
て切りをしない場合には、縫製用パターンシートを見開いて対となっている待ち針穴に待
ち針を打ち布に固定して裁断線と縫製線を印付けた後、布から待ち針と縫製用パターンシ
ートをはずし裁断線に沿って裁断することにより形成した庇表、庇裏、接頭部表、及び接
頭部裏を縫い合わすことにより形成するサンバイザー用布製カバーの製作方法。
【０００７】
　この様な特徴をもつ本発明の縫製用パターンシートは、布にあてたまま裁断線に沿って
裁断することもできるし、初心者や裁縫に不慣れな者は、簡単に裁断線及び縫製線を布に
印つけて裁断することができる。また、透明性のあるフィルム状シートなので、縫製用パ
ターンシートを布にあてた状態で、パターンシートの外側から生地の模様が見えるので、
容易に柄合わせができる。しかも、フィルム状シートは、紙に比べ破損しにくい上に、待
ち針穴を予め設けたことにより、待ち針を打つことによる破損を防げるので、繰り返し使
用に適している。この様な利点を持つ縫製用パターンシートは、実例として説明したサン
バイザー用布製カバーの様な対称形パーツで構成される物に限ることなく、いろいろ広く
利用できる。
【０００８】
　本発明の縫製用パターンシートを使って縫製できるサンバイザー用布製カバーは、自分
の好みに合う布地で簡単に縫製することができるので、複数のサンバイザーを持たなくて
も、本発明の縫製用パターンシートを使って縫製したサンバイザー用布製カバーを取り替
えるだけで、いろいろな色やデザインのサンバイザーを着用できる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の縫製用パターンシートは、布に縫製用パターンシートをあてたまま裁断線に沿
って裁断する事ができるし、裁断線及び縫製線を布地に印付けする事が楽にできるので、
縫製経験の少ない人でも、洋裁や手芸などの手作りを楽しむ事ができる。また破れにくく
繰り返し使用できるので、この縫製用パターンシートを利用してサンバイザー用布製カバ
ーをいくつでも作ることができ、自分好みのオリジナルなサンバイザーを着用できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　まず本発明の縫製用パターンシートについて、サンバイザー用布製カバーの縫製用パタ
ーンシートを例として以下図面を参照しつつ詳細に説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１に於けるＡ，Ｂ，Ｃは本発明の縫製用パターンシートの実施例であり、サンバイザ
ー用布製カバーに必要なパーツの縫製用パターンシートである。試作品は適度な硬さと軟
らかさを兼ね備えて扱いやすい、厚さ０．２ｍｍの左右見開きで透明性のあるポリプロピ
レン製ファイルシートを利用して製作した。図１Ａは、庇表の縫製用パターンシートであ
り、縫製線２で囲まれている庇表部分イと、裁断線１と縫製線２に挟まれている縫い代部
分ア、及び裁断線１で区切られた部分ウからなり、左右閉じた折り返し部分を縫製の中心
線３とし、待ち針を打つ為の対になっている待ち針穴４が複数個あり、裁断線１と縫製線
２を、縫い代部分アを切り離さないように、切り残し部分エを残して切り込んである。同
様に、図１Ｂは縫製線２で囲まれている庇裏部分イを持つ庇裏の縫製用パターンシートで
あり、また、図１Ｃ１は庇表に縫い合わせる接頭部分イを、図１Ｃ２は庇裏に縫い合わせ
る接頭部分イを持つ縫製用パターンシートである。
【００１２】
　これらの縫製用パターンシートを布の上に置いたまま、裁断線で区切られた部分ウの持
つ裁断線に沿ってあて切りをする。最初に縫製用パターンシートを布の上に置き、中心線
３を布の縦地方向に合わせ、対となっている待ち針穴４に互い違いに待ち針を打って、布
と縫製用パターンシートを固定して、あて切りをする。あて切りをしない場合は、縫製用
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パターンシートを見開いて布に固定して、裁断線と縫製線を印付けた後で、待ち針と縫製
用パターンシートをはずし、裁断線に沿って裁断する。
【００１３】
　裁断が済んだら、中心線を布に印付けてから縫製に取り掛かる。最初に図１に於いて、
Ａの庇表とＢの庇裏の額に接する縫い代部分アを三つ折りに縫って、それを縫い代とする
。次に、Ｃ１の接頭部表部分イを縦方向に２つ折りにして、庇表の額に接する縫い代と中
心を合わせて、庇表の額に接する縫い代を挟んで縫い付ける。更にＣ２で示す接頭部裏の
縫い代部分アを三つ折りにして縫った後、短い方の縫製線５と、庇裏の額に接する縫製線
とを中心を合わせて縫い付ける。最後に庇表と庇裏を中表にして縁の縫製線を縫い合わせ
る。
【００１４】
　以上で出来上がったサンバイザー用布製カバーを図２に示したが、裏接頭部の布を強く
引き上げて表側に被せて着用する。更に、図３に示したサンバイザー用布製カバーは、接
頭部を別に製作し、縫製したものである。
【００１５】
　実施例１に於いて説明した縫製用パターンシートは、裁断線１と裁縫線２を切り残し部
分エを残して、切り込んだ縫製用パターンシートであるが、裁断線１と縫製線２を、切り
残し部分エを残さずに切りこむと、縫製線２で囲まれた部分イ、及び、裁断線１と縫製線
２に囲まれた縫い代部分アが切り離される。そして、切り離された縫い代部分アには裁断
線１と縫製線２がついているので、あて切りや縫製線の印付けに使用することができる。
【００１６】
　以上にわたり説明した実施例１では、縫製用パターンシートとして見開きで透明性のあ
るポリプロピレン製ファイルシートを利用したが、素材、大きさ、厚み、色等は適宜選択
すればよい。また、実施例ではサンバイザー用布製カバーの例をあげて縫製例としたが、
請求項１の縫製用パターンシートはこれに限らず、いろいろな物の縫製に利用することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】サンバイザー用布製カバーのパーツの縫製用パターンシートの図である。
【図２】サンバイザー用布製カバーの縫製例である。
【図３】サンバイザー用布製カバーの別の縫製例である。
【符号の説明】
【００１８】
　１　裁断線
　２　縫製線
　３　中心線
　４　待ち針穴
　５　庇裏と縫い合わす縫製線
　ア　縫い代部分
　イ　縫製線で囲まれている部分
　ウ　裁断線で区切られている部分
　エ　縫い代の切り残し部分
　Ａ　庇表の縫製用パターンシート
　Ｂ　庇裏の縫製用パターンシート
　Ｃ　接頭部の縫製用パターンシート
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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